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 6月8日中央公民館で、第5回文化祭が開催されました。180余名の参加者があり、アン

ケート調査では、舞台・展示部門ともに、高い評価を得ました。文化祭の終了で、9

期は半期を終えました。事業部門では1月の新入会員歓迎「新春の集い」、4月の講演

会「世界の動きと日本」、6月の「文化祭」開催。広報部門では、ホームページを刷新

し、「掲示板」を設け、会員との双方向の情報交換ができるようになりました。広報紙

「広場」では、新企画「わがサークル自慢」「私にとっての昭和」「出会い」の各シリ

ーズが編集の中心となっています。総務部門では、倶楽部の「あり方検討委員会」「10

周年記念事業検討委員会」の二つの委員会を立ち上げ、検討を重ねてきております。あり方検

討委員会では、市民大学との関係の見直し、倶楽部の運営、今後の方向性を議論しています。市民大学との関

係では、各サークルの定例会へ受講生の参加を呼びかけ、9月予定のサークル活動発表会への招待、ホームペー

ジへのアクセスの案内等、いくつかのアクションプランをまとめました。倶楽部の運営課題につきましては、

現行規約での運営上の矛盾点、理事会運営の課題を議論し結論を出す考えでいます。今後の方向性については、

今期中に結論を出すには時間が足りないと感じています。その場合は来期へ引き継ぎます。 

 今後の事業計画は、7月の「公開文芸講座」、9月に、第一回サークル活動発表会の開催、11月22日総会開催

への準備を行います。理事全員で力を合わせて計画を遂行し、第10期ところざわ倶楽部へ引き継いでまいりま

す。会員各位のご理解とご協力をよろしくお願い申し上げます。 

地域にはばたく市民パワー！  

ところざわ倶楽部「広場」
所沢市民大学修了者の会 広報紙 

2016 年 7 月号（第 96 号） 

発行責任者  稲村 洋二 

第9期ところざわ倶楽部の半期を終えて 
ところざわ倶楽部会長  稲村 洋二 

「アジア研究会と食トコ」共同企画  スパイス料理講習会＆試食会  玉上佳彦/撮影
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第 5 回ところざわ倶楽部の文化祭は、6 月 8 日（水）

中央公民館ホール及びホワイエで開催。約 180 名の

来場者があり、盛況裡に終了しました。これも、と

ころざわ倶楽部会員の皆様のご支援、ご協力の賜物

と感謝申し上げます。 

舞台部門では、民話の会による絵コンテ「むかし

のところざわの風景」は、懐かしい所沢の街並や生

活模様を知ることができました。 

また、シニア世代地域デビュー支援の会による

「シニア・ダンスショー」、みんなで学ぼう認知症

による「笑う

動作を体操

にした認知

症予防、笑い

ヨガ」は、会

場の皆さん

と一緒に体

を動かし、会

場全体が盛り上がっていました。 

展示部門でも、49 点の作品と 5 サークルの活動

パネルが紹介されました。 

＊アンケート結果（64 名） 

Ⅰ.全体は如何でしたか？  「よかった」64.1％ 

Ⅱ.ステージは如何でしたか？  

「楽しかった」93.8％ 

Ⅲ．展示品は如何でしたか？「よかった」84.4％ 

＊主な意見・感想 
① 来てみてよかった。こんな行事を 5 回も続けて

いたとは知りませんでした。 

② シニアダンスはインパクトがあった。 

③ 大変楽しい。出演サークルはそれぞれに工夫さ

れていた。 

④ 各チームとも準備が大変だったと思います。成

果が表れていました。 

⑤ 皆さんで楽しむことが大切だと思います。今後

も、多くの方が参加できるようにＰＲをしてく

ださい。企画運営をしていただいたスタッフの

皆さん、ありがとうございました。 

⑥ 展示品、大変素晴らしい。特に、書がすばらし

い。作品を出したくなりました。 

⑦ 市民大学の修了者から、誘われて来てよかった。

チラシを見てきてよかった。 

⑧ 文化祭続けてください。来年も来ます。 

⑨ 途中に、展示品を見る時間がありよかった。 

 

 

 

 

  

6 月 13 日（月）第 7 回開催 

１．会長挨拶 

文化祭ご苦労様でした。大変良かったです。 

当日、11 時 30 分より、サークル無所属会員と

の懇談会を実施した（3 名出席）。 

23期市民大学企画員とOB3団体との懇談会時、

会費二重取り等の誤解を解くことができた。 

２．総務部案件 

１）あり方検討委員会の進捗状況報告 

第 3 回議事録により報告 

倶楽部運営課題は今後検討 

２）7 月 21 日（木）、23 期市民大学受講生へ 

OB3 団体から説明予定（生涯学習推進セ

ンター） 

  ３）サークル無所属会員 19 名の内 3 名出席し

懇談 

    

 

４）サークル「地域の自然」の退会報告（サーク 

ル一覧表より削除する） 

３．事業部案件 

１）第 5 回文化祭報告、参加者約 180 名 

  熊本震災義援金 14,396 円を所沢市福祉総務

課へ届けた 

２）公開連続講座応募状況報告 

6 月 12 日現在、76 名（内一般 8 名） 

３）9 月サークル発表会への参加は、現在、「ア

ジア研究会」「野老澤の歴史をたのしむ会」

の 2 サークル。他サークルの参加も要請 

４．広報部案件 

 １）広場 6 月号の報告 

 ２）広場 7 月号編成案の原稿依頼 

 ３）PC アドレス未登録者は連絡いただきたい 

アンケートから見た第 5 回文化祭 
事業部長  二上拓夫 

シニア・ダンスショー 

6 月度 理事会報告 
総務部長 石堂 智士 
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北欧というと皆さん、どのようなイメージをお持ち

でしょうか？ 白夜の国、深い森と湖、福祉に手厚い

国、教育が無料の国、そして税金が高い国、クリーン

な国、そうです、みんな正しいように思います。私達

はそんな国に魅せられた仲間です。 

何故、高福祉社会が実現出来、無料で教育が受けら

れるのか？ 何故国民は所得の60％～70％（国民負担

率）の税金を文句も言わずに払っているのでしょう。     

日本は消費税を2％上げるのに大問題です。基本的

には民主主義が徹底しており、多くの国民は社会に積

極的に参加し「国を信頼」しているようです。教育で

も一人一人の子供が自分で考え、行動するような教育

をしています。こんなエピソードがあります。デンマ

ークに移住した日本人家族の小学生の遠足の日、親は

何を子供に持たせるか先生に尋ねました。先生はただ

自分に必要な物をもって来るようにと即座に答えた

そうです。教育にしても、介護にしても個人を尊重し

ています。報道の自由度ランキングでも北欧の国は常

に上位に入っています。最近の調査では日本は180カ

国中72位となっています。勿論よい事ばかりでなく、

矛盾も出てきています。最近では、安全で幸福な国と

いうイメージから多くの移民、難民が押し寄せ、この

対応が大きな課題となっています。例会では、北欧に

関するＤＶＤを観たり、会員が持ち寄った本や新聞記

事を話題にして、皆でおしゃべりします。また時には

北欧に関する講演会の聴講、博物館・科学館・映画鑑

賞等で外に出ることもあります。特にテーマにこだわ

らず、会員が興味を持ったことを話題にしています。

北欧のシステムや日常を知ることで、今まで当然と考

えてきたことも「目から鱗・・」で発見したり、疑問

に思うこともしばしばです。例会は月に1回、新所沢

東公民館にて、第4火曜日

午後を基本に開催してい

ます。現在会員は5人前後

と少ないですが、その代わ

り充実したおしゃべりタ

イムを過ごすことが出来ます。まだ、ところざわ倶楽

部に所属してない方も気軽に参加してみて下さい。  

 

 

 

 

 

私たち「地域の自然を考える会」は、大堀聰先生の

ご指導のもとで、二年次の活動を行いました。市民大

学を修了するにあたり何らかの形で二年次の研究テ

ーマを生かしたサークル活動を残そうとの考えのも

と、地域の自然、特に放置されている雑木林がこのま

までは遷移が進み、いずれは武蔵野の雑木林がなくな

ってしまう恐れを何とか食い止められないものだろ

うかと考えサークルの立ち上げを行いました。従いま

して当初の思惑としては、武蔵野の雑木林が消滅に向

かい逼迫している状況を世に発信し、食い止めること

を一つの目標としておりました。これについては、力

足らずで思うような成果を挙げる事はできずに現在

に至っております。これらについて適切な発信ができ

ていれば我がサークルの自慢になっていたのでしょ

うが残念であります。さて、現在何を活動の中心にし

ているのかですが、（財）「トトロ財団」の取得・管理

地である 12 号地における武蔵野の雑木林の状態を保

ってゆく手入れであります。武蔵野と言えば国木田独

歩の『武蔵野』が思いだされますが、その中に、文政 

年間に出された地図の記載として、太平記に書かれて 

 

 

 

 

 

いる古戦場「小手指原久米川」のうち、「武蔵野のお

もかげは今わずかに入間郡に残れり」とあり、独歩も

この古戦場を実際に見てみたいとの望が大きくなっ

たと記しています。12 号地はその小手指の一角、所沢

市北中運動場の近くにあり、周辺は雑木林と畑であり

ます。独歩の『武蔵野』で記述されている小手指で雑

木林の保全作業を行っているのも何かのめぐり合わ

せと思っております。またこの作業ではトトロ財団の

若い方々と連携して作業を行うことで地域への係わ

りや刺激を受けております。 

また、今年で 3 年目を迎えましたが、6 月 5 日に、

国土交通省・環境省が行っている全国規模の河川の水

質調査に協力しております。柳瀬川の 4地点の定点観

測ですが、地域や公的機関への協力になっていますの

で、だんだん高齢化しているサークルですが、若返り

を目指す努力をし、これら地域還元とも言える運動の

継続を図っていきたいと思っております。 

このような、地道なサークルの安定的な継続が図れ

ればそれが自慢と言えるのではないでしょうか。 

 北欧の国に魅せられて！ 北欧の会  森野 辰夫 

わがサークル自慢 

わがサークル自慢 

結成10年目を迎えて 仲間との活動が楽しいです！

地域の自然を考える会 海老澤愛之助 
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あまり自慢するようなことはないので、思いつい

たことを述べてみたいと思います。 

●名称について 

 先輩方が活

動しておられ

る会の名称と

まぎらわしい

とのことで、昨

年会の名前を

変更し「ところ会」の名前を使用しています。元は

「歴史を楽しむところ会」で、後段を生かして「と

ころ会」に変えましたが、「楽しむ」と「歴史」を

活動の核として運営しています。 

●昨年 1 年間の実績 

 年間 12 回の活動を立案しました。「ところ会」の

例会は、主に外歩きを計画していますが、昨年 9 月

の「彼岸花の巾着田と高麗方面を歩く」のみが雨天

中止で、それ以外は実行出来ました。中止になった

9 月の例会は高麗郡建都 1300 年となる今年に再度

計画中ですが、活動予定日が彼岸花の開花時期と一

致するかが問題です。 

●現状 

 現在、ところ会の会員は 28 名で、女性が 15 名、

男性が 13 名です。今や過半数を越えた女性陣から

良い評価を得るためには、ところ会のモットーであ

る「楽しむ」を実践すべく、昼食は弁当持参を避け

て全員が同じテーブルで楽しく食事できる店を探

します。そのポイントは価格が安く、最後にデザー

トが出てくるようなお店は概ね評判が良いようで

す。また、途中の休憩タイムにはアメやお菓子の他、

漬物や冷やした果物等を女性陣が振る舞ってくれ

ます。 

●今後の運営方法 

 現在、月々の例会の参加者が 20 名前後ですが、

繁華街等の狭い車道を歩く場合等には、安全面を考

慮すると、現在の会員数が適当と考えており、積極

的な新規会員の勧誘はしていません。会の門を叩い

てくれる入会希望者には扉を開いています。希望者

には、お試し参加で会の実態を知っていただいてか

らの参加をお勧めします。 

 

 

 

第 24 期所沢市民大学の開講式が 6 月 7 日（火）

午後 1時半から開催されました。 

受講生は 4 月 19 日に、厳正に行われた抽選会で

選ばれた 80 名（男性 48 名、女性 32 名）です。受

講生の中には 3回目のチャレンジで合格という方や、

開始１時間前から来られた方もおられ、また受講生

全員の出席等受講生の意気込みを感じました。 

 開講式とその後のオリエンテーションで、所沢市

民大学学長の内藤隆行教育長、生涯学習推進センタ

ー倉富恵理子所

長より祝辞をい

ただきました。  

教育長、セン

ター長からのお

話は以下の内容

でした。 

市民大学は市民が学習による自己研鑽を共に進

めるため、企画・運営する学習の場です。各人の自 

 

立した地域参加の中で地域に学びを広げ、学習の 

成果を社会に還元することにより「ふるさと所沢」

のまちづくりに貢献することを目的としています。   

西郡からは、この目的を達成するために、市民大

学の 4つの理念を説明。 ①市民参加でつくる ②出

会いの場、交流の場をつくる ③問題を発見し共に

考える ④地域に学びをひろげる。この理念に基づ

き、特に時代に合わせた講座、①最近の気象現象か

ら気象システムを理解する「地球環境」②中東問題

を理解する「イスラームの概要」③女性の社会進出

の面から所沢生まれの女性「三ケ島葭子」を講座に

取り入れました。また、講座以外でも交流の場を増

やすための、移動学習や受講生中心に企画・運営す

る自由企画、課外授業や交流会等で見聞を広めると

共に、受講生全体の交流を望んでいます、と。   

次週から講義や課外授業などが順次展開してい

きます。受講生と企画委員の協働で織りなすもので

あり、今後の展開を楽しみにしています。

 

第 24 期企画委員会 委員長  西郡 貢

第 24 期 所沢市民大学開講式 

内藤教育長挨拶 

わがサークル自慢 会の現状と運営について ところ会 居田 治 

堀兼神社にて 
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激動！ 戦後の昭和の歩み 
  私は戦中生まれだが、終戦の昭和

20年8月15日の時点ではまだ１歳

にはなっていなかった。昭和は 64

年まで続いたが、昭和 20 年の終戦

を境に国内情勢はガラッと変わっ

たらしい。私は生まれる前の日本は知ら

ないから“らしい”と言う他はないが、その後の昭和は私

の年と共に年月を重ねて来た。もう平成も 27 年間が過ぎ

“昭和は遠くなりにけり”の域に入らんとしているが、ま

だ戦後と言っている。いつまで戦後と言うのか知らないが

、71 年が過ぎた現在、昭和と言う時代はどういう時代で

あったかをおぼろげながら感じ始めた。私も後期高齢者と

言われる年齢に近づいたので昭和の総括が必要ではない

かと考える。私は 44 年間昭和に在籍した。中学生となっ

て新聞が理解できるようになった頃を思い出す。あの頃は

全国的にもデモが多かったように記憶

している。日教組の槇枝委員長が先頭

に立っていて、担任の先生もデモに参

加しクラスが自習となった記憶がある。

経済の面では世間にテレビや洗濯機が

普及し始め、政治的には国内は混乱状

態であった。世界的に見ても東西冷戦

のさなかで日本の世論に大きく影響を与えていた。 

日本が騒然とした安保闘争 
岸内閣成立が昭和32年、33年は日教組の勤評反対、安

保闘争が34～35年でデモは全国で100万人を超えた。こ

の当時は連日デモで全学連が国会へ突入、議事堂周辺のデ

モで東大生が死亡したと記憶している。連日この攻防戦が

真新しいテレビで放映されていた。社会党の浅沼委員長が

刺殺されたのもこの頃であった。私はまだ子供じみていた

が戦っているのは私より５歳くらいしか変わらない年上

の人達で、興味を持って見ていた記憶がある。昭和 35 年

6 月には新安保条約が発効したことで、7 月には岸内閣は

総辞職し、池田内閣が発足した。戦後の零から出発した日

本経済は政治的な混乱の陰で着実に伸びて来たのか、12

月池田内閣は所得倍増計画を発表した。昭和 37 年には冷

戦の象徴であるキューバ危機もあった。39年10月には東

海道新幹線が開通し、続いて東京オリンピックが開催され

ている。翌年にはベトナム戦争の北爆が開始され、昭和

44年は東大闘争で安田講堂の攻防戦、東名高速道路開通、

そして国民総生産が世界第2位になった。45年3月には 

 

 

 

葵の会  水上 俊彦 

 

大阪で万博が開催されているが、6 月には 77 万人の安保

反対デモが起こり、まだまだくすぶっていた。東西冷戦か

ら国際情勢は益々激しさを増し日本の情勢にも不安定要

素を醸していたが、所得は倍増に次ぐ倍増で国民生活には

明るさと期待が見え始めていた。 

新安保の果たした役割は？ 
その頃を今振り返ると、新安保条約の果たした役割を第

１にあげなければならないと思う。当時においても同盟を

結べる国はソ連や中国ではなく米国しか見当たらない。約

20 年前の大戦で焼夷弾や原爆を落とされ、数多くの肉親

を失った相手であったので反対デモの激しさは当然と理

解できるのだが、決定要素は冷戦の世界情勢にあった。あ

れほどの激しいデモに会いながら、岸内閣の米国と結んだ

新安保条約の調印は確固たる戦後の平和確立への第１歩

であり英断であったと思う。 

戦後の無防備の態勢の中で一途に驚異的速

さでの経済復興を成し遂げ、米国に次ぐ世界第

２位の経済大国になれたのも米国に組したお

蔭と考える。そして、その上に憲法第９条「戦

争の放棄」を盾として使い世界の紛争に巻き込

まれることから逃れて復興に専念出来たのだ

と思う。日本国憲法の前文に「われわれは、平

和を維持し、専制と隷従、圧迫と偏狭を地上から永遠に除

去しようと努めている国際社会において、名誉ある地位を

占めたいと思ふ」とある。平成2年にはイラク軍のクウェ

ート侵入が勃発し、直接の戦闘には参加しない代わりに、

合計130億ドル（1兆7千億円）提供した。非戦闘分野へ

陸海空自衛隊をも派遣した。戦後の日本は戦争によっては

かろうじて１兵卒も失ってはいない。国際社会において、

“名誉ある地位”を占めるにはお金が掛かるものかと思う

。それに見合う貢献を果たすため、今後もこのような問題

に直面することがあるだろうと思う。その時もこのように

うまくすり抜けることができるだろうか。 

全国民で考えよう 沖縄基地問題 
ただ、我が国の問題として、沖縄に新安保条約に基づく

基地等が集中していることから、諸問題が発生している。

中国との関係から沖縄は益々その重要性を増していると

見られるが、沖縄県民だけが負う問題ではない。この問題

を対岸の火事と見る事は許されない。国民が自分のことと

して捉え英知を注がなければならないと考える。    

「私にとっての昭和」 

第7回 昭和３０年代 衝撃的だった安保闘争 
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私が「落語」とつながりを持ったのは、今から 50 年

前のこんな出会いからでした。 

 学生時代の友人T君は、落語好きが高じて先代「林家

正蔵」師匠の内輪となっていた。そんなT君の誘いもあ

り、何人かの仲間で、時々落語を聴きに、池袋演芸場や

上野鈴本演芸場等に通っていました。「正蔵・文楽・小さ

ん・三平（以上先代）・圓生・志ん生・志ん朝」等多くの

落語を聴くことが出来ました。一日中演芸場で過ごして

いた事なども思い出します。あの頃が、私のまさに「落

語」が青春でしたね。その後、私は地方勤務の関係上、

T君や仲間達と疎遠となり、「落語」からも自然と離れて

しまいました。時々TVの「笑点」を見るぐらいでした。 

今から 20 年前、偶然と言うか、運命と言うか、出会

いと言うか TV「笑点」を観ていたら、なんとそこに T

君が太神楽曲芸師として出演していたのです。 えっ

～！ 彼だ～！ T 君だ～！ 何で TV に出ているの

～？ 元気で活躍している姿を見て安心した様な、あれ

っ！落語家志望だった様な！早速師匠（これよりT君で

はない）に連絡。師匠曰く、サラリーマンを 10 年目で

退職し曲芸師（今は：江戸独楽の曲芸）の道へ進んだそ

うです。それじゃあ～師匠を応援しようじゃないかと思

い、学生時代の仲間や師匠の教室関係の生徒さん達と、

私が発起人（会長）となり後援会（19名）を立ち上げま

した。この後援会活動を通して、会社関係と異なった世

界の人たちとの関わりや、人生の先輩方との出会いは、

私にとっては新しい自分を見つける良い機会でした。人

生経験の場ともなりました。現在も会員（90名）で師匠

を応援しています。こうして、また新たな「落語」との

関わりが始まったのです。 

第二の「落語」との出会いは、私の職場に転入して来

た後輩の大内（芸名：だっぺ）さんです。彼は新任挨拶

で、「都内某所にて10年近く落語教室に通って勉強して

います」と話されたのです。身近に落語好きな同志が来

るなんて、短い期間（約1年）でしたが、時間があると

落語談義に花を咲かせていました。私は退職後も毎年彼

の落語会には、両国まで観に行っています。また、今年

4 月には、私の出演する「花見寄席」に彼が、所沢まで

観に来てくれました。お互いに感想を報告し合っている

仲です。これからも大切にしたい「落語」の先輩であり、

憧れであり、落語仲間の一人です。 

 第三の「落語」との出会いは、何と言っても「富岡落

語研究会」です。４年前退職と同時に、上述の大内さん

の影響を受け、私にも「落語」出来るのかな～と軽い気

持ちで「研究

会」に入門し

てしまったの

です。研究会

の初会合で、

いきなり芸名

を決めてくだ

さいと言われ、

ハテなんにしたらよいやら。そうだ、昔、T 君から渡辺

は「水々亭めだか」がいいよと言われた事を思い出し、

即決定。ここから、「水々亭めだか」が誕生したのです。

今思うと、50年前の出会いから私の芸名は定められてい

たのかも、運命を感じますね。 

「研究会」の先輩で「故人	夕立家ごろごろさん」（本

名小泉さん）との出会いは、衝撃を受けましたね。何し

ろ、風貌（頭つるつる）から語り口（口をとがらせる）

まで、「古今亭志ん生」にそっくりさんなんです。そして、

噺は上手い！「志ん生」の生まれ代わりかと思いました。

私と師匠「ごろごろさん」二人での出前寄席は、私「め

だか」が前座、「ごろごろさん」が真打（トリ）のコンビ

で、何だか落語家の修行時代みたいな～経験が出来まし

た。また、送り迎えの車の中では、人生経験豊富な「ご

ろごろさん」から、出生の事、戦争（兵隊）の事、商売

の事（クリーニング店等）、町会長時代の事、所沢の歴史

など、ヒストリーを聴いてるような、どれもこれも、私

にとっては有意義なお話でした。亡き「ごろごろさん」

の十八番「火焔太鼓」を演じる事が、私の目標となって

います。そして、現在まで何とか「落語」を続けて演じ

られるのも、初高座での体験からです。場所は、介護施

設（ロイヤル病院）。高座に座った途端、心臓はドキドキ、

汗はダラダラ、口はパクパク、噺を忘れヒヤヒヤ、全然

笑いが取れず、終わってフラフラ。しかし、帰り際にお

客様から面白かったよと声を掛けて頂いたのです。さら

に、握手をしてくださいと言われ、なんだかスターにな

った様な気分に（初めて味わった嬉しい気持ち）。一生懸

命に演じる事で伝わるんだと改めて思いました。今もこ

の思いを忘れずに、精進あるのみ！まだまだ未熟ですが、

今後も大勢の人に笑いを届けたいと思います。	

「落語」を通しての出会い、T 君・後援会の皆さん・

大内さん・そして富岡落語研究会の皆さん、出前寄席の

お客様等々を含め多くの人との出会いに感謝するととも

に、これからの出会いも大切にしたい。しかし、今は健

康第一！落語は第二！…いやいや妻が第一でした！ 

「出会い」シリーズ第14回 落語との出会い！
渡辺昌一郎 (芸名 水々亭めだか) 

富岡落語研究会の皆さん（左手前 筆者） 
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サ ー ク ル 活 動 計 画 興味のある活動に参加してみませんか？ 

1.葵の会 （池田新八郎  2940-0711） 

7 月 6 日（水）、7 月13 日（水）、7 月27 日（水）13：30～ 

生涯学習推進センター 

ところざわ倶楽部古典文芸講座「太平記」に参加 

8 月 4 日（木）文楽ビデオ鑑賞・暑気払い（木曽路） 

9 月15 日（木）古典文芸講座「太平記」第2 部 開始予定 

10.所沢の自然と農業 （清水 仁一 2944-8835）） 

7 月14 日（木） 13:00～新所沢公民館 定例会 

7 月中・下旬 北野小暮農園 養蚕作業ボランティア 

8 月 夏休みとします。 

2.アジア研究会 （玉上 佳彦 090-2497-1076） 

7 月27 日（水） 13:30～ 中央公民館8・9 号室 

 定例会 本年後半の活動計画など打合せ 

8 月, 夏休みとします。 但し暑気払いの会は未定 

 

11.野老澤の歴史をたのしむ会 （大山  豊 2993-0818） 

７月７日(木)10:00～12:00  中央公民館学習室1,2 号 

般若心経を読み解く 

8 月4 日(木) 渡辺先生を囲む会と暑気払い 詳細未定 

3.活きいきシニア福祉の会（佐藤 重松 090-5412-5760）

7 月15 日(金)13:30～15:30,ラーク所沢、筋力養成講座 

7月27日(水) 9:30～生涯学習推進センター,コミュニティ

ホール 第20 回定例会  社会福祉協議会ウイズプラン 

7 月30,31 日10:00～16:00, ふらっと、 

地域福祉サポーター養成講座 

12. ドラマティック・カンパニー （佐藤 滋090-1540-0161） 

7 月  9 日（土） 9:00～10:15 中央公民館 

7 月16 日（土）10:00～12:00 新所沢公民館  

「夏の夜の夢」を読み進めます。 

8 月は夏休みとします。 

4. 楽悠クラブ （福田 晴男  事前連絡は不要） 

7 月12 日（火） ①歌劇「ファルスタッフ」（ヴェルディ） 

           ②フォークソングを楽しむ 

8月  9日（火） ①バイロイト祝祭劇100年間の足跡をたどる

② 頭の体操・音楽クイズ  

   いずれも 13:15～,中央公民館  #� ８,９学習室   

13.懐かしの映画・鑑賞会 （二上 拓夫 080-1250-6151）

7 月12 日(火) 10:00～12:30   西新井町公民館  

■邦画「暁の脱走`」‘50 年新東宝 山口淑子・池部良 

７月26 日(火)10:00～15:00 頃迄  西新井町公民館  

 『暑気払い！そうめんパーティー』 夏休み後9 月13 日

5.食を通して所沢を知る会 （吉田 麗 2939-9662） 

 

7 月、8 月は夏休みとします。 

 

14.北欧の会 （樋口 俊夫 090-6483-7993） 

 

7 月、8 月は夏休みとします。 

6.地域の自然を考える会 （海老澤愛之助 2922-0259） 

7 月26 日（火）10:00～定例会 トトロ 12 号地 

（雨で現場作業が中止の場合７月28 日（金）に現場作業を

スライドする  トトロ 12 号地） 

8 月23 日(火) 10：00～ 定例会 トトロ 12 号地 

15.傍聴席（高垣輝雄 2926-7164） 

7 月19 日（火）14:00～、新所沢東公民館 学習会 

中 毅志氏のお話し：市議会議長 中 毅志氏をお招きし、氏

の信条、まちづくりへの思い、所沢市の現状と課題、議会運

営などのお話を聞きます。(詳細は倶楽部ＨＰ) 

7.地球環境に学ぶ （塚本 二郎 2942-3117） 

7 月19 日（火）9:00～ 定例会 新所沢東公民館 

 各人の研究課題の発表と意見交換など 

8 月は夏休みとします。 

16.みんなで学ぼう認知症 （加曾利厚雄 2939-2308） 

7 月25 日（月） 13:30～16:00 生涯学習推進センター 

101 号7 月定例会  タッピングタッチ（タッチケア） で 

 癒しのホルモン オキシトシン 

8..ところ会 （居田  治 2903-8400） 

8 月25 日：三上博史さん講演,所沢小学校郷土資料室見学

9 月23 日：彼岸花の巾着田と高麗方面を歩く 

10 月20 日：バス旅行計画’(詳細未定) 

17.民話の会 （仲山 富夫 090-3902-0283） 

7 月22 日（金）10:00～12:30  中央公民館  

9 月以降の活動計画確認  「とんぼの宿り木」読み合せ 

8 月は夏休みとします。 

９.所沢シニア世代地域デビュー支援の会（田口元也 090-9820-5668）

7月12日（火）９：30～11：00 定例会 所沢中央公民館1Ｆ学習室
議題 ①「シニア世代なんでも塾」開講に向けた内容検討 
   ②「市民活動センターまつり」に向けた内容検討 
 ※シニアダンスチーム「ＳＭＩＬＥ ＰＩＲＡＴＥＳ」発足の準備を
すすめております。ごいっしょにいかがですか。 

18.歴史散策クラブ  （大河原 功 2943-2004） 

7 月8 日（金）（雨天の場合15 日） 所沢駅 2 階8:15 

～義貞鎌倉攻めのコースを歩く～ ＜定外活動＞ 

7月30日（土） 法華寺焙烙灸・申込は代表迄＜定外活動＞

8 月27 日(土) 9:30～新所沢東公民館  座学&暑気払い 
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一年は早い。好きな紫陽花を見に鎌倉にでもと思って

いるとすぐ季節は変わってしまう。「広場」の紙面作り

も似ている。次こそああしたい、こうしょう、と考えて

いるが締め切りがすぐ来てしまう。紫陽花の次は蓮だ。

泥の中からあの大きな夢のような花を咲かせる見事な

花だ。「蜘蛛の糸」の中に「お釈迦様が蓮池を散歩して

いると・・・」とあるが、あの時のお釈迦様の心象風景

は如何に。編集に携わり始めると、物事を自然と全体か

らや反対側から客観的に見たくなる。「蜘蛛の糸」を読

んでから小さい生き物を大切にするようになった。誰だ

って万が一地獄に落ちた時の為に保険も必要だと考え

るだろう。編集での保険は何だろう。執筆者とのコミュ

ニケーション。でも時に予期せず奇想天外も起こる。さ

て広場７月号、仲間と一緒に頑張って作りました。力を

合わせ編集出来た事はこの上ない喜びです。 （新井）

 

【 私の健康法  第38回 】  

 

 
アジア研 

 
▼生来無精者である。「ねばならぬ」というストレス

は出来るだけ避けたいので、健康法もすこぶる緩やか

なものを取り入れている。▼長く療養生活を送ってい

た義兄から“人間は、眠れて、食べられれば大丈夫”

と聞いて以来、睡眠と食事に気をつけることが私の健

康法のテーマになった。▼夜は九時には就寝する。で

あるから朝は早い。これは、早く寝て、家族が寝静ま

った夜中に起き出して勉強していた受験期以来の習

慣なので、会社の同僚やサークル仲間との付き合いに

支障をきたすこと甚だしい。家族が起きるまでに好き

な事をして過ごす数時間が、心のゆとりを生む上で大

変貴重なものになっている。▼食べることについて

は、食材購入時に、包装に書いてある事柄をよく読む

ことから始まる。家庭料理は野菜料理と心得ているの

で、一度に大根1本、キャベツ1個を使い切ることは

珍しくない。あり合わせの食材で料理することが多い

為、何が出来上がるかわからない食事作りはスリルに

満ちていて刺激的だ。▼体を動かすことが億劫な質の

ため運動は何もしていないが、できるだけ歩くように

はしている。家から所沢駅までの往復はバスが便利だ

が、体が続く限りこの距離は歩くと決意している。▼

先ごろ発表された所沢市の「トコろん健幸マイレー

ジ」事業に夫婦で参加申請した。当選したら今より少

し努力して一日 8,000 歩、中強度活動時間 20 分以上

を目指すことになる。 

宛先mh-naka@jcom.home.ne.jp    FAX04-2928-1161 
「広場」問い合せ 仲山 富夫 （090-3902-0283）

次回  課題「算数」又「自由題」 ８月２０日締切 

担当中島まで 

ところ会  小林 典子

早寝 早起き  

そして食事を楽しむ 

≪編集後記≫ 
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